
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

  

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

 収入につきましては、８月は前年比で 103.9％、９月は 21 日までで 103.8%でございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

  次に、ご利用状況についてご説明します。山陽新幹線は、８月が前年比で 100％、９月が 21 日までで 102％

です。近畿圏は、８月が 99％、９月が 21 日までで 99％となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８、９月ともにお盆期間を含め多くのお客様にご利用いただきました。特に、9 月のシルバーウィークは

５連休を含む大型連休となり、期間を通じましてご利用が好調に推移いたしました。 

一方で、今年は、全国各地で地震や豪雨での災害が続いております。関係者の皆様に心よりお見舞い申し

上げます。おかげさまで九州新幹線につきましては、９月 18 日に鹿児島中央駅まで山陽新幹線との相互直
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通運転が再開できております。また、北陸地区では３つの線区で線路設備に被害が生じましてご不便をおか

けいたしておりました。このうち、２線区につきましては既に運転を再開し、残る越美北線につきましても

10 月５日に運転の再開を予定しています。 

引き続き皆様に安心して、ご利用いただけますよう、安全安定輸送に努力をしてまいりたいと考えており

ます。 

 

２．生成 AI 技術を活用した画像解析ソリューション 

  「mitococa SUU（ミトコカ スー）」 

  ～本格市場投入を見据えた、実証の取り組みをご紹介～ 

 
それでは、本日のテーマの２つ目でございます。生成 AI 技術を活用した画像解析ソリューション

「mitococa SUU（ミトコカ スー）」について、ご説明いたします。 

今回ご紹介いたしますのは「mitococa SUU（ミトコカ スー）」という製品でございますが、この製品名

に込めました意味、思いは後ほどご紹介いたします。 

本件につきましては、昨年 8 月の定例会見で社内外の現場で実証を進めていく方針をお伝えしておりま

した。今回は、この 1 年間の実証の進捗と、市場への投入についてご説明いたします。 

まず、全体の位置づけをお話しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は「中期経営計画 2030」において、「インフラソリューション」を重点分野の一つに位置づけ、JR

西日本グループで培ってまいりました技術を鉄道の枠を超えまして社会に展開し、お客様や地域社会の課

題解決につなげていくことを掲げております。 

技術ソリューションの展開方向は二つございます。一つは、当社のグループ内や交通事業者への「拡大」、

もう一つは、培った技術を業界を超えて展開する、いわゆる「越境」でございます。 

この「越境」を牽引するソリューションの一つが、当社が内製で開発いたしました「mitococa」シリー

ズでございます。本日ご紹介する「mitococa SUU」は、シリーズの新たなラインアップとなります。当社

が培ってきた現場実装ノウハウと生成 AI を組み合わせた画像解析のソリューションとなります。 

 

                        

                 

                              

    

                 
                           

               

                     

                    

        

             

                     

                  

               

                  

               

            

            

               

            

                            

                   



次に、「mitococa SUU」に関するこの 1 年の取り組みと、そこから見えてきました活用の領域について

ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 8 月の発表以降、実証を重ねる中で、「SUU」が特に力を発揮しうる領域として主に四つの分野が見

えてまいりました。それは「安全性向上」「生産性向上」「品質向上」それから「マーケティング」でござい

ます。さまざまな領域において、映像から状況を読み取ることによりまして、現場の判断のサポートや業務

の改善につなげられると考えております。 

  

 

              

         

       

          

        

     

         

              

    

        

   

     

         

         

                        

           

         

           

             

        

                  

         

    

           

         

           

           

             

                      

               

          
           

           
          



 次のページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「mitococa SUU」は、画像と言語を同時に理解する「ビジョン・ランゲージ・モデル」、VLM と呼ば

れる生成 AI を活用したソリューションでございます。製品名は「See」「Understand」「Unlimited」の頭

文字を組み合わせたもので、自然と目に入ったものを、人のように理解し、限りなく可能性を広げるという

コンセプトから名付けております。 

従来の画像認識 AI である、私どもの「mitococa Edge」は、例えば「人物が何人いるか」「脚立のよう

なものがあるかどうか」といった決まった物体を高速・高精度に検知することを得意としています。 

これに対して、「mitococa SUU」は、VLM を用いることで、学習していない対象や概念にも柔軟に対

応でき、また人物や物体の関係性も含めて「何が起きているのか」を理解できます。 

一方で、VLM は解析する画像１枚ごとに時間とコストがかかります。映像をそのまま解析すると膨大な

枚数になり、処理時間とコストが膨らむうえ、関係のない場面まで判定するために、誤った検知の可能性が

高まってしまいます。 

そこで当社は、解析が必要な場面だけを切り出して VLM に入力することで、誤検出やコストを抑制し高

精度な解析を実現しました。 

また、専門知識がなくても使えるアプリケーションなどで、現場が使いやすい仕組みも備えています。鉄

道事業で培った現場の知見を活かし、生成 AI の柔軟な理解力と、現場での使いやすさを両立している点が

特長でございます。 

  

 

                           

            

                        
                                      

    
           

           
        

          
       

                 

                                     

                                                 

                                         

                  
                                    

                            

                      
                     

                    

     

          

            

    

      

  

  

       

  
           

     

                                                               

                                     



次のページ以降で、これらの活用領域の中から２点、ご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、昨年の定例会見でもデモとしてご紹介しました、鉄道路線の沿線における近接工事の検知について、

この１年の進捗をご説明します。 

線路に近接した場所で行う工事は、事業者の方に対して事前に当社との協議をお願いしております。しか

し、すべてを把握できるとは限らず、見落とせば列車の運転見合わせにつながりかねません。現在は、当社

の社員が列車に添乗して目視で確認しており、負担が大きいという課題があります。 

そこで、列車の前方の映像を SUU が解析し、「クレーン」「足場」といった言葉で指定することで、工事

らしき箇所を自動で検出いたします。抽出した箇所は地図上に表示され、担当者はそこから担当箇所の映像

をすぐに確認できます。 

これにより、目視による確認業務は必要な箇所のみに効率化でき、確認の負担と時間を軽減できます。ま

た、ある線区で撮影した映像を用いた検証では、目視で確認できる近接工事 11 箇所を、すべて検知できま

した。 

  

 

                        

                     
                       

                     

                 

         
                  

           
                  

                 

 

 

           

          

                    

                                    

               
           

            

                   

    

                                                                                                                   

          
     

                                                                                                                                

  

      
    

       

  
                                             

                                                   

                                      

                         

    

       
                                  

                          

                                 



次に、二つ目の事例ですが、「THE OSAKA STATION HOTEL」における、ホテルビュッフェでの食

材廃棄量の自動データ化に関する実証です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食材ロスを減らすためには、料理ごとの廃棄量の把握が重要となりますが、多種多様な料理の残量から食

材ごとの廃棄量を目視で計測・記録することは負担が大きく、改善に使えるデータを蓄積しにくいという課

題がございます。 

そこで「mitococa SUU」では、回収した料理を撮影するだけで、料理名と残量を推定してデータ化いた

します。さらに原価の情報と組み合わせることで、料理ごとの廃棄金額も把握できます。 

実証では、計測対象とした 79 品目のうち約 80％を、目視と同等の精度で判定できることを確認しまし

た。これにより、負担の大きさから継続が難しかった料理ごとの計測・記録を、継続して実現できると考え

ています。今後はデータの蓄積を続け、調理オペレーションの改善と、食材廃棄ロスの最適化につなげてま

いります。 

  

 

                               

                                     

                              

                                  

                                                 
  

   

          
          

       

         

      

   

    

    

   

          

       

    

 

                      

                                             

                     

                                        

              

              

                      

                    

      

                 

       

 

 

                 

    
                        

                  

       

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまご紹介いたしました JR 西日本グループ内での実証に加えまして、社外の異業種でも実証が進ん

でおります。例えば、建設大手の大林組様とは建設現場での安全確認等で実証を進めております。またメー

カー企業様とも工場の作業監視や設備確認などの実証に取り組んでいます。 

今後は、技術的な精度や運用のしやすさに磨きをかけ、2027 年初旬の製品版リリースを目指してまい

ります。JR 西日本グループで培ってまいりました知見・技術・ノウハウを活かし、鉄道の枠を超えて、社

会課題の解決に貢献する、そのような生成 AI 画像解析ソリューションを展開してまいります。 

  

 

     

         

              

     

                               

       

         

    

        

   

     

         

         

       

          

        

         

           

       

               

         

       
    

                   

     
             

           
            

              

              

                  

       
                 

            



３．大阪ステーションシティは新たなステージへ。 

～バルチカ M 誕生、ルクア サウス開業、「DRAMATIC DAYS.」の始まり～ 

 

次のテーマに入らせていただきます。「大阪ステーションシティは新たなステージへ。」についてのご説明

でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社では、現場社員の働きやすさ向上に向け、時代や環境の変化に合わせて、制服の見直しを行ってまい

りました。 

 

JR 西日本グループはこれまで、駅を中心としたまちづくりに取り組んでまいりました。中でも大阪駅に

おいては、大阪ステーションシティとして、毎日の通学、通勤や、ショッピングや観光など、多くのお客様

の暮らしに寄り添い、多様な時間や体験を提供してまいりました。 

近年では、イノゲート大阪や JP タワー大阪、さらにはうめきたエリアとの連携など、大阪駅西側を中心

に大きな変化を生み出しております。こうした取り組みは、来年 2027 年の春、大阪駅西口の改札外エリ

アの完成によって、集大成を迎えます。 

これまで大阪駅をご利用いただいてきたお客様に加えまして、さらに幅広い層のお客様に新たな価値を

お届けいたします。 

 

  

 

                    

       

       

   

      
      

      
      

            

                                

       
            

       
               
              



このたび、大阪駅西口の改札外エリアに誕生する新たな商業施設について、施設名称を「バルチカ M」と

いたしました。これは、多くのお客様に親しまれてまいりました「バルチカ」シリーズの第三弾となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「バルチカＭ」は、「マダム楽しむ、大人の女子会、ちょっと特別に」をコンセプトに、大人の女性をタ

ーゲットにした飲食ゾーンでございます。「M」はコンセプトを表す「Madame」の頭文字から採用いたし

ました。大阪駅にこれまでなかった“大人の女性”のためのダイニングスポットとして、話題の人気店、例

えば「I’m donuts?（アイムドーナツ）」をはじめとしました個性あふれる 14 店舗が、ランチやカフェ、

ディナーと様々な利用シーンで、おいしい料理と心地よい空間をお届けいたします。 

「バルチカ M」の開業により、大阪駅西側のまちづくりが完成いたします。隣接する、「KITTE 大阪」や

「バルチカ 03」、西口改札に現在も近接しております「エキマルシェ大阪 UMEST（ウメスト）」といった

個性豊かな商業施設が面で繋がることで、大阪駅西口は新たなにぎわいと交流を生み出す玄関口に進化い

たします。西側エリアのまちづくりの集大成として誕生する「バルチカ M」に、ぜひご期待ください。 

  

 

                     

      

      

         

                      
                               
                  
                          

       

           

               

               

             

             

         



続きまして「ルクア サウス」についてご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ルクア サウス」は、このたび第２期エリアの開業日を、11 月 24 日（火）に決定いたしました。新し

い店が開業し、実質的なグランドオープンとなります。中でも大きな特徴となりますのが「ルクア キャラ

クターズワールド」です。全国初出店となる「ちいかわパークストア」、サンリオの新しい業態である「サ

ンリオ ハローステージ」のほか、「ハリー・ポッター」など、世代やジャンルを越えて愛される人気 IP ブ

ランド、全 28 店舗が一斉に開業いたします。12 月にも４店舗が加わり、合計 32 店舗となる予定でござ

います。 

さらに、エレベーターホールやエスカレーター、通路に至るまで、キャラクターの世界観を感じられる仕

掛けを施しました。お目当てのお店に着く前から、わくわくしていただける体験を提供いたします。なお開

業から当面の間は、「事前抽選または先着入場整理券」を導入し、お客様にゆったりとお楽しみいただける

環境を整えてまいります。 

 

  

 

                   

          
   

        
               

               
                 
                  

                



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素材や仕様を見直すことで、通気性や吸汗性を向上させ、また、蒸れによる不快感や汗ジミの軽減を図る

ことで、社員の働きやすさ向上につなげてまいります。 

 

・本年９月以降、準備でき次第導入し、駅係員および乗務員による着用を開始いたします。 

 

西側エリアのまちづくりの完成や「ルクアサウス」のグランドオープンにより大阪ステーションシティの

回遊性はさらに高まります。駅をご利用いただくお客様が、目的地へ向かうだけではなく、施設やエリアを

巡るなかで新たな発見や出会いを楽しんでいただけるまちへと進化してまいります。 

 

最後に、新たなステージを迎えます大阪ステーションシティのリブランディングについて、ご説明いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪ステーションシティは、今年で開業 15 周年を迎え、新たなステージへと進みます。このたび、新ブ

ランドステートメントとして、「DRAMATIC DAYS.」を掲げます。お客様の日常のあらゆるシーンで、心

 

                   

                         

       
      

         

         
          

      

            

       

     
         

            

       

       

     
        

         

            

       

       

            

         

         

         

         

 

                         

                                    

             

                        

            

          

               

                

                          

             

                             

                                         



が動く瞬間や新たな発見、人との特別な時間を創出し、お客様お一人おひとりの毎日にドラマティックな価

値を届けてまいります。 

JR 西日本グループは、安全、安心な鉄道輸送を基盤にさまざまな事業を展開しております。大阪駅を中

心とした大阪ステーションシティでは、お客様の心を動かす体験価値の創造を目指しています。これからも、

お客様の暮らしに新たな価値と感動をお届けし、関西の発展に貢献するまちづくりに取り組んでまいりま

す。 

 


